
「いいもの」と「好きなもの」 

今回は先にCDのお薦め紹介を。 

今かかっているのは、デビッ

ド・ラッセルのバリオス。スコッ

トランド生まれのギタリストだが、

あまり日本では有名でないかも？ 

ギターCD を紹介するにあたっ

て、気にしていることがひとつあ

る。それは、「いい音楽」と「好き

な音楽」を区別することである。 

現役時に土木デザインを専門に

していた際、九工大の仲間元准教

授がよく言っていた。橋などの公

共デザインを評価するとき、「この

橋のデザインはいい。僕は好きで

ないけど」「この橋のデザインはな

っちゃないなあ。でも好きだね、

楽しくなってしまうなあ」と。 

つまり、客観的な評価と主観的

な印象を区別するというものだ。 

「好きなデザイン」は、自分の

持っている感性そのものだから理

解できるが、「いいデザイン」とは

なんだろう。その点を先生に聞く

と、「いろいろなデザインを、意識

して見続けると、そのうちわかる

ようになります。いわゆる目利き

になることです」とのこと。ふむ

ふむ？？？「品位を感じる」「飽き

ない」「すきがない」など、いいデ

ザインと言われるための条件はい

ろいろある。が、共通するのは、

目利きの人が見るとみんな共通し

て認めるということ。まさしく、

なんでも焼き物なんかの鑑定団の

世界の話である。 

ついでに書けば、仲間先生は、

プロは、好き嫌いで選んではダメ

というのが持論であった。 

 

さて、ラッセルのギターは、バ

リウスからポンセに。まあ、この

CD なんかも、「いい」「好き」でい

くと「いい演奏かどうかはわから

ないが、好きな演奏」である。し

かし、CD の表紙がひどい。こんな

ジャケットの CD を、クラシック

派の人はまず選ばない。CD 制作側

も、人数が限られるクラシック派

を相手にするより、BGM 的に心地

よく聞き流してくれる一般大衆？

（差別用語？？）を相手にしてる

のがみえみえである。が、。確かに、

心地いい演奏であり、また、わか

りやすい小品が次から次へと流れ

るので、一般大衆受けしそうであ

り、本来は、まともには聞けない

CD に類するのではあるが、好きだ

なあと思ってしまう。それはなん

だと考えてみると一つに、１曲１

曲が、ボール虫のように、かわい

くくるくるっと丸くなっていく様

かがおもしろいことかなあ。決し

て、広がっていこうとしない。 

ということで、いままでの７枚

の CD は、「いい」＋「好き」であ

ったが、今回は、「好き」のみで選

んでみた。機会あったら聴いてみ

てください。 

 

さて、前号からの続きで、爪の

話から、調弦の話の次は、同じく

弦の話で、今回は、弦の取替だ。 

ヒモのようになったしまった低

音弦については、普通は、めんど

くささと小遣いの都合上、１ヶ月

に１回程度交換している。が、最

近、またよく弾くためか、弦メー

カの陰謀か、あっというまにヒモ

状態になる。ギターの弦らしくビ

ンビンと響いてくれるのは、最初

の２、３日ぐらい。ちなみに、低

音弦は、結構奮発してサバレスの

カンティガーを張っているのだが。

最近は、高音弦もサバレスのクリ

スタルにしているが、こちらは、

２ヶ月に一回程度交換で済ませて

いる。そのため、セットで購入す

るとやたら高音弦だけだぶつくの

で、最近は、ネットで、バラで購

入している。昔は、高音弦は、音

に丸みのあるオーガスチンの根元

がパープルのものを使っていたが、

今は、少し硬質な音が好みとなり

変更した(ような気がする)。 

高音弦の取替時期は、結構微妙

で、あまり張りっぱなしでは、弾

いているとガサガサ感がでてくる

が、ここまでは普通は放置しない。

高音弦といえども、ヒモ状態にな

るのには変わりなく、こもった音

となってくる。が、私の場合は、

張り替えてみてわかる程度であり、

低音源のヒモ状態と比べると、高

音源の劣化は、可愛いものだ。 

弦の張り方も、最初は丁寧にや

っていた（と思う）。が、結構乱暴

に貼っている。高音源は、ブリッ

ジを通し、まず、すり抜けないよ

うに弦に団子をつくり適当に２～

３回ひねるだけ。低音源は、その

まま数回ひねる。糸巻き側も、貼

れるだけ張って、弦通しをからめ

て、一気に糸巻きを巻く。さて、

そろそろ、というか今日 MY ギタ

ーの弦を替えるとするか（続く） 
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ギターCDレター from yakateru(第８号) 
現役時代にも、いろいろとギタを弾くことに役立つことを学んできたような気

もする。このレターは、もとは、土木デザインをやっていた時に、デザインに関す
る書籍を仕事仲間に紹介することでやっていたデザインレターの様式を使った
もの。その時の本の紹介は、５０冊（５０号）までいったが、今回は、何号まで・・・。 

ギターを弾くということのなんとめんどくさいことか！（その３） 

 



 

この表紙のジャケット。 

どう思います？？！！！ 

（表上の拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


